




















デリダを含む「フランス哲学の場面（la scène philosophique française）」が、
自分にとっては「真の挑戦（un authentique défi）」であると述べてい
る 3。それに対して、デリダはその場では何も質問せず、翌日「力へ
の善意志（ハンス＝ゲオルク・ガダマーへの返答）（Bonne volontés de 
puissance（Une réponse à Hans-Georg Gadamer））」と題して三つの質問を行っ
た。そしてガダマーは、デリダへの反論として「それにもかかわらず、
善意志の力─ジャック・デリダへの反論（Et pourtant : puissance de la 












































































































































































































































1 － 2 　デリダの 3 つの問い─ガダマー「解釈学的挑戦」再考
　ガダマーの講演に臨席していたデリダは、当日の講演時には応答せ
ず、翌日ガダマーに三つの問いを提起した 28。第一に、デリダは、発
話共同体（communauté parlante）に属する成員が「善意志（la bonne 
volonté）に訴えること、コンセンサスへの欲望の絶対的確信（la 













































かにひきこまれること（sich auf etwas einzulassen）〉、対話に〈引き


































































































































































1984年に『国際哲学誌』（Revue Internationale de Philosophie, Herméneutique et Néo-
structuralisme:DERRIDA—GADAMER—SEALE, Bruexelles, 1984, no151.）に掲載さ
れた。同書は、その他に様々な論者の論考を含んでいる。またドイツ語版と
して、フィリップ・フォルジェが『テクストと解釈』として編集し出版して
い る（Philippe Forget (Hsg.), Text und Interpretation: Deutsch-französische Debatte mit 
Beiträgen von J. Derrida, Ph. Forget, M. Frank, H. –G. Gadamer und F. Laruelle, Wilhelm 
Fink Verlag, München, 1984）。ドイツ語版には、デリダがハイデガーのニーチェ






の出会い』を、英語版として編集し、出版している（Diane P. Michelfelder and 
Richard E. Palmer (eds.), Dialogue and Deconstruction: The Gadamer-Derrida Encounter, 












限りでは、筆者が 1990年 10月に日本倫理学会（法政大学）、同年 11月日本
現象学会（三重大学）で行った外はほとんど為されていない。その後の論考
としては、フレッド・ダルマイヤーが『オリエンタリズムを超えて』（F・
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なおガダマー・デリダ論争」に関する両者からの引用は、基本的には『国際
哲学誌』（フランス語版）から行なう。
4 Manfred Frank, Das individuelle Allgemeine, Suhrkamp Verlag, Frankfurt/Main, 1977, S. 
13.
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が編集した『ガダマー読本─後期著作集（The Gadamer Reader: A Bouquet of the 
Later Writings）』の中で、ガダマーの 1994年（ガダマー 94歳！）の論文「痕
跡の解釈学（Hermeneutik auf der Spur）〔英訳「痕跡を追跡する解釈学［デリダ
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